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Diver-Office 2010 エクスポートが出来ないバグの回避方法          

Diver-Office 2010 において確認されているバグ 

現在、Diver-Office 2010 を使用するにあたり、ダイバーから回収したデータを CSV 等にエクスポー

トすることが出来ないバグを確認しています。これは日本語版 OS 上にて発生するバグで、英語版 OS

上ではこの問題は発生しません。 

 

バグ回避方法 

エクスポート出来ないバグを回避するには、以下の手順に従い操作を行ってください。 

① Diver-Office 2010 をセットアップします。 

セットアップが完了したら Diver-Office を起動し、ダイバーからデータの回収を行ってください。 

※ すでに Diver-Office をインストール済みで、ダイバーよりデータ回収を行っている場合は、

その回収済みデータを利用して回避操作を行うことができます。 

※ Diver-Office のインストール、ダイバーからのデータ回収につていの詳細は、Diver-Office 

2010 の取扱説明書を参照してください。Diver-Office をこれから新規にインストールする場

合には、回避操作に必要な回収データはダイバー1本分でかまいません。 

② ダイバーからデータの回収を行ったら、データのエクスポートを行ってみます。 

下図を参照に、回収したデータの日付部分を「右クリック」→「Export」を選択すると、「Export Files」

ウィンドウが開きますので「OK」ボタンをクリックしてエクスポートします。 

 

回収したデータ上で「右クリック」
→「Export」を選択。 
「Export Files」ウィンドウで「OK」
ボタンをクリック。 
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下図ようなエラーメッセージが表示された場合は、バグが発生していますので、引き続きバグ回避

操作を行います。 

 

※ エラーメッセージが表示されない場合は、バグは発生していません。エクスポートしたファイ

ルを開き、問題なくエクスポートされていることを確認し、ここで操作を終了してください。 

③ エラーメッセージが表示された場合は、引き続きバグ回避操作を行います。 

③－１（Windows Vista、7 をご使用の場合） ＜※Windows XP をご使用の場合は pg.6 へ＞ 

③－１－１ 

Diver-Office を起動している場合は終了します。 

「コントロール パネル」を開き、「時計、言語、および地域」をクリックします。 
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③－１－２ 

次に「地域と言語」をクリックします。 

 

③－１－３ 

「形式」より「英語（英国）または（米国）」を選択し、「OK」ボタンをクリックしてウィンドウを

閉じます。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



pg. 4 
 

③－１－４ 

Diver-Office を起動します。 

先ほどと同じようにデータのエクスポートを行ってみます。 

 
 

「OK」ボタンをクリックした後、下図のような「エクスポート ログ」ウィンドウ表示されれば、

問題なくデータがエクスポートされています。 

 
 

 

 

 

 

回収したデータ上で「右クリック」
→「Export」を選択。 
「Export Files」ウィンドウで「OK」
ボタンをクリック。 
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③－１－５ 

問題なくエクスポートが出来るのを確認したら、Diver-Office を一旦終了します。 

次に先ほど変更した「地域と言語」の「形式」を、「英語（英国）または（米国）」から「日本語」

に戻し、「OK」ボタンをクリックしてウィンドウを閉じます。 

 
 

③－１－６ 

「形式」を「日本語」に変更したら、再度 Diver-Office を起動し、データのエクスポートを行っ

てみます。データのエクスポート後、先ほどと同じように「エクスポート ログ」ウィンドウが表

示されれば、バグ回避操作は完了です。 

 
 

 

 



pg. 6 
 

③－２（Windows XP をご使用の場合） 

③－２－１ 

Diver-Office を起動している場合は終了します。 

「コントロール パネル」を開き、「地域と言語のオプション」をクリックします。 

 

 

③－２－２ 

「標準と形式」より「英語（英国）または（米国）」を選択し、「OK」ボタンをクリックしてウィン

ドウを閉じます。 

 
 

 



pg. 7 
 

③－２－３ 

Diver-Office を起動します。 

先ほどと同じようにデータのエクスポートを行ってみます。 

 
 

「OK」ボタンをクリックした後、下図のような「エクスポート ログ」ウィンドウ表示されれば、

問題なくデータがエクスポートされています。 

 

 

 

 

 

 

回収したデータ上で「右クリック」
→「Export」を選択。 
「Export Files」ウィンドウで「OK」
ボタンをクリック。 
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③－２－４ 

問題なくエクスポートが出来るのを確認したら、Diver-Office を一旦終了します。 

次に先ほど変更した「地域と言語のオプション」の「標準と形式」を、「英語（英国）または（米

国）」から「日本語」に戻し、「OK」ボタンをクリックしてウィンドウを閉じます。 

 
 

③－２－５ 

「標準と形式」を「日本語」に変更したら、再度 Diver-Office を起動し、データのエクスポート

を行ってみます。データのエクスポート後、先ほどと同じように「エクスポート ログ」ウィンド

ウが表示されれば、バグ回避操作は完了です。 
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大 起 理 化 工 業 株 式 会 社 
本社 
〒365-0001 
埼玉県鴻巣市赤城台 212-8 
TEL 048-568-2500 
FAX 048-568-2505 
http://www.daiki.co.jp/ 

西日本営業所 
〒520-0801 
滋賀県大津市におの浜 2-1-21 
TEL 077-510-8550 
FAX 077-510-8555 

※ 以上の操作を行ってもエクスポートができない場合は、弊社までお問合せください。 


